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非人間的ラベルのメカニズムが提案されている。特にラベリング効果の理論 (Darley & Gross , 1983) 
によれば、否定的な性質を示唆するこの種のラベリングは、ラベルによる単なる匿名化 (Turner ，




















徴に欠けた存在であることを含意するためである。実際、 Vaes ， Paladino , Castell i, Leyens , & 

























判断バイアスの研究者たち (Gilbert， 1995 ; Petty & Cacioppo, 1986) は、意識的な統制的認知機能
が弱められる条件下で起こる非意識的な認知処理によって、偏った対象判断が引き起こされること主張



























研究 3 の参加者は、被害を受けたことに対する報復としての反応的攻撃 (Seah & Ang, 2008) を動
機付けられたと考えられる。これに対して、研究 1 の参加者たちは、自己利益を目的とした不当な積極








る (Moshman， 2005 ; Qpotow , 2005) 。また、人々が、対象に対する不当な行為を合理化するために、






























































































































究 2)。第 3 章では、ラベリングによる攻撃促進のメカニズムを探るために、人種偏見と判断バイアス














を実験的に確認し、 (2) その心理社会的機構を明らかにし、 (3) 逆ラベリングという新しい効果を見い
だし、 (4) それらを統合的に理解するための新しいモデルを提起した、など多くの重要な成果を上げた
ものである。データ分析などに不十分な点が見られるものの、本論文は、紛争や差別など現代社会が抱
える深刻な諸問題に対して、これらを理解する新しい視座を示すものであるとともに、それらの問題解
決に対しても有益な示唆を与えるものである。よって、本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与さ
れるに十分な資格を有するものと認められる。
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